
 

 

 

 

1. 本県における類型指定見直しの基本的な考え方 

 

 

(注) 達成の判断は全項目（pH, DO, BOD, SS, 大腸菌群数）の 75%水質値と基準値の比較で行う。 

75%水質値：年間の日間平均値の全データを水質のよいものから順に並べ 0.75×n 番目（nは日間平均値のデータ数）
のデータ値をもって 75%水質値とする。 

 

 

○達成している 

○達成している 

イ:直ちに達成 

ⓓ現在の類型と比較した達成状況 

 ・5年間連続 

類型の見直しを行わない 

ⓒ暫定目標の達成状況 

 ・ 5 年間連続 

③達成期間をロとする。 

現在 → 見直し後 

ロ → ロ 

ハ → ロ 暫定目標を

廃止する 

 

×達成していない 

見直しを 

行わない 

 

×達成していない 

ⓐ上位の類型と比較した達成状況 

 ・Ａ類型以上は 10 年間連続 

 ・Ｂ類型以下は 5 年間連続 

○達成している ①上位の類型に指定

を変更し、達成期間は

「直ちに達成」とする 

 

類型の見直し 

達成期間の見直し 達成期間の見直し

を検討 

ⓑ現在の達成期間の設定状況 

ハ:５年を超える期間で 

可及的速やかに達成 

×達成していない 見直しを 

行わない 

 

ロ:５年以内で

可及的速や

かに達成。 

②達成期間をイとする。 

現在 → 見直し後 

ロ → イ 

ハ → イ 暫定目標を

廃止する 
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